

取扱注意		
STAR式行動記録シート

具体的名称：_国際会議⇒国際規格策定

	



	分野
	項目
	内容

	S:Situation
状況・前提
	Who？誰が/誰と？
	私、国内有識者（大学教授、電機メーカ、電気事業者、経済産業省、等ステークホルダー）

	
	When？いつ？
	年３、４回の国際会議　をターゲットに

	
	Where?どこで？
	IEC国際会議

	
	Why?何故？
	新エネルギー（風力発電）の日本特有の気象状況（台風、地震）に合わせた条件を国際規格に盛り込むため。

	T:Task
任務・課題
	What?何を？
	日本提案の国際会議での提案交渉活動
日本における意見とりまとめ（国内会議開催）

	
	Goal?目標は？
	日本提案の国際規格への反映

	
	Role？役割は？
	日本エキスパート委員（日本代表）　兼　
事務局（会議の運営側。日本も持ち回りで担当）

	A:Action
行動・発言
	How？どうした？
	常日頃からメール等で各国委員とコミュニケーションし、国際会議の場では日本意見を提案。

	
	Means?手段？
	事前に徹底的に戦略を練り、資料も準備。（大学教授協力のもと、資料をつくってメールで事前送付。）
国際会議における各国委員とのコミュニケーションは会議中に留まらず、食事と休憩中も実施。

	
	How Much？
どのくらい？
	各国委員とのコミュニケーションは毎日実施。
（規格進捗状況確認、各国対応状況確認、メールでのコミュニケーション発信。）

	R：Result
結果・反応
	Success?
うまく行ったこと？
	日本提案が認められ、国際規格内に追加。
⇒国内規格（JIS）へも展開。
⇒東南アジアへの輸出展開へ発展

	
	Failure?
失敗したこと？
	国内での合意形成に時間がかかった。大学教授の意見が対立したときの落としどころの見極めに時間を要してしまった。（議論に入る前に、私が優先順位を明確にすべきだった）

	
	Learning?
[bookmark: _GoBack]学んだこと？
	不得意な英語は事前資料準備と事前のメール発信で工夫すれば補える。コミュニケーションに大切なことは言語能力より、人間性と気持ち。

	特記事項
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